
1. 情報セキュリティに関する組織全体の対応方針を定める

2. 情報セキュリティ対策のための予算や人材などを確保する

3. 必要と考えられる対策を検討させて実行を指示する

4. 情報セキュリティ対策に関する適宜の見直しを指示する

5. 緊急時の対応や復旧のための体制を整備する
⇒ 定期的に『オフラインバックアップ』を取得する

6. 委託や外部サービス利用の際にはセキュリティに関する責任を明確にする

7. 情報セキュリティに関する最新動向を収集する

貴方の会社もバックアップを
見直しませんか？

企業ではデータのバックアップ実施が必須です！

『中小企業の情報セキュリティ対策ガイドライン』において、
データバックアップの必要性が記載されております。

企業データがなくなると、企業経営に大きな影響を与え、対策不備により

経営者は法的・道義的責任を問われます！

従業員への影響

従業員への影響金銭の損失 顧客の喪失 事業の停止

【企業が被る不利益】

実行すべき「重要７項目の取組」

出典： IPA（独立行政法人情報処理推進機構）. 中小企業の情報セキュリティ対策ガイドライン(https://www.ipa.go.jp/security/guide/sme/about.html)

定期的に『オフラインバックアップ』を取得できる
中小企業へオススメ【バックアップ ソフト】

https://www.ipa.go.jp/security/guide/sme/about.html


https://www.activeimage-re.com/

ActiveImage Protector –RE オススメ ポイント

【お問い合わせはコチラ！】
株式会社ラネクシー ActiveImage -RE 担当宛

⇒aipre_sales@runexy.co.jp
Webミーティングも
お気楽にご相談ください ！

バックアップ手順

① バックアップ対象 ② 保存先 ③ スケジュール ④ 世代管理&メール通知設定

初めてでもかんたん操作・マニュアルいらず

わかりやすいユーザーインターフェースで初めてでもマニュアルいらず！

バックアップは4ステップで設定完了！

『オフラインバックアップ』の基本【3-2-1ルール】に対応

『オフラインバックアップ』の基本【3-2-1ルール】に対応しており、LTOテープやRDX
カートリッジなど外部メディアにバックアップを保存して、別の場所に保管することが
できます！

つのバックアップのコピーを
作成
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バックアップファイル

バックアップファイルのコピー

つのバックアップは物理的に
距離のある別の場所に保存

1種類の異なるストレージメディアに
バックアップを保存
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OSの起動チェックもかんたん！ 様々な復元に対応

バックアップファイルさえあれば、かんたんに「仮想化」できOSの起動チェックも可能！
バックアップファイルをダブルクリックするだけで、必要なファイルもドラッグ＆ドロップ
で復元できます。

バックアップ
ファイル

仮想化

バックアップ
ファイル

ファイル復元
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